
213

「アテブリン、ノ生禮ユ及ス影響二

       關スル實験的研究

第4篇 「アテブリン」ノ腸管無機染病病原菌

二及ス影響二就テ 附．「アテブリン」連用

  ノ補騰及凝集素産生二及ス影響二野テ

陸軍軍讐學校軍陣内科學教室（伊吹大佐指導）

   上  村  太  吉
      Ta／！ic／li Jsral，72i7112！ra

   （昭和15年12月12日受附 特耳匹掲垂戒）

内 容 抄 録

 熱地防疫二於テハ「マラリヤ」及腸管系傳染平戸形影

ノ如キモノニシテ，分離シテ論ゼラルベキ性質ノモノ

ニアラズ．依テ防濯劃申ノ主燈ヲナス「アテブリン」ハ

腸管系傳染病病原菌二蜀シテハ如何二作用スルヤ，將

叉之が連用ニヨリ補盟及凝集素産生ハ如何二影響セラ

ル・ヤヲ研究セルニ，「アテブリン」ハ試験管内消毒試

験二於テ赤痢菌二勤スル殺菌力，並二護育抑制力ハ遙

二石炭酸ヲ凌駕シ，感染防禦試験二於テモ「アテブリ

ン」ヲ1週闘連用セル「マウス」ハ劃照二比シ赤痢菌二

封シ防衛力顯著ナリ．…単二海狽二就キ「アテブリン」適

用が補膣二及ボス影響ヲ橡セルニ「アテブリン」連用1

－2週闇ニチハ補寒樹ハ影響ナケレドモ，3週以上二

及ブ時ハ補農ハ著明二減少ス．尚家兎二日キ「アテブ

リン」連用ノ凝集素産生二及ボス影響ヲ樵セルニ謹重：

毎回15彪宛1－2週間連用二依リ家兎1免疫凝集素ノ産

生ハ促進セラル・モ蓮用3週聞以上二及ベバ却テ著明

二抑制セラル・二至ル，
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緒

 1930年Mietzsch u． Mauss二依り「アテブリ

ン」ノ合成ヲ見ルや其眞便ハ忽チニシテ認識セ

ラレ，今や「プラスモヒン」及「ヒニン」ト虹ビ防

瘡剤中ノ主禮ヲナス＝至レリ．而シテ「マラリ

ア病毒ノ侵淫セル虚帥チ四時腸管系譜染病ノ猛

威ヲ逞シウスル地域ニシテ此爾黒羽熱地防疫上

面

形影ノ如キモノニシテ分離シテ二野ラルベキ性

質ノモノ＝ハアラズ．依ツテ余今回「アテブリ

ン」ノ腸管系傳染病病原菌二及ス影響蚊二二罷

及凝集素産生二丁ス影響二二キ研究シ得タル結

果ヲ蝕二報告セントス。

第1章 「アラ7“リンノ」副管系癬染病病原菌轟及ス影響二就テ

 第1節「アテブリン」ノ試験管内消毒試験

      第1項實験方法’

 1．菌株 本三論二使用セル菌株ハ腸チフス菌，A

型パラチフス菌，B型パラチフス菌，ゲルトネル菌

（イエーナ），鼠チフス菌，赤痢志賀菌，F二二及Y型

菌ノ8種ニシテ凡テ陸軍七三二三防疫気高室ノ御好意

二二リ分譲セラレタル菌株ニシテ，爲念實験前性朕楡

査ヲ實施セリ．

 2．「メヂウム」普通ブイオソ」ヲ使用セリ．

 3．後培養基 普通寒天李板及普通ブイオン」ヲ使

用セリ．

 4．試験術式 先ヅ試験管立二所要数ノ滅菌試験管

ヲ架列シ，其綿栓ヲ抜キ，之ヲー時滅菌シャーレ」内

二保存ス．次デ各丁丁三二所要「メヂウム」2蝿宛分注

シ，第一試験管二5G倍アテブリン水溶液（用二尉ミ新

二調製ス）2粍ヲ加へ，充分二混和シタル後，其2蝿

ヲ第2試験管二移シ，ヨク混和ス．以下順次二遽下稀

繹シ，最後ノ管ヨリ2蝿ヲ捨ツ．i欠デ各管二被槍菌ノ

24時聞ブイオン培養（Vollkultur）ノ2，3滴ヲ滴下シ，

≡欠デ綿栓ヲ施シヨク振盟シタル後鰐竈中二納ム．而シ

テ菌液ヲ混和シテヨリ2時闇，及24時聞後段各管ヨリ

ー白金耳宛探リテ之ヲ後培養基二移植シ，24時聞38度

ノ艀竈中ニテ培養ス．一方2蛇ノ「ブイオン」二軍二

2，3滴ノ菌液ノミヲ加ヘタルモノヲ封照トナシ，各

列二1本宛置キタリ．

 5．威績判定 （イ）「メヂウム」ノ凋濁如何二依リテ

菌襲育二封スル抑制作用ノ有無ヲ知ル，卸チ菌ノ護育

スルや透明ナリシ「メヂウム」二特異ノ漏濁ヲ生ズルモ

護育ノ抑厘セラレタル「メヂウム」ハ全然透明二留ル．

（ロ）後培養基二於ケル菌聚落ノ蓬生如何ニョリテ殺菌

作用ノ有無，及護育遍歴作用ノ如何ヲ知ル．但シ毎回

菌聚落ヨリ必ズ純培養ヲ回議シ之ヲ虚血スル如クセ

リ，（ハ）「アテブリン」ノ消毒力比較ノ爲石炭酸ヲ使用

セリ．而シテ三浦毒試験方法ハ「アテブリン」二全ク同

ジ．

      第2項 實験成績

 實験成績ハ第1表乃至第8表ノ如クニシテ，

2時闇作用二於テハ，「アテブリンJハ腸チフス

菌，パラチフス菌，ゲルトネル菌直話チフス菌

二樹シテハ殺i菌力ナク，獲’育抑制濃度モ僅カニ

1：200二過ギズ，赤痢志賀菌旧邸シテハ殺菌限

界濃度1：200，獲育抑制濃度1：800ニシテ赤痢

異型菌繕事シテハ殺菌限界濃度1：100，稜育抑

制濃度1：400ナリ．之ヲ石炭酸ノ滑毒力二比較

スルニ，各菌二封スル殺菌力二於テ著シク劣ル

モ，唯赤痢志賀菌二於テ殺菌力二於テハ石炭酸

二及バザルモ，嚢育抑制力二於テ石炭酸ヲ凌駕

ス．24時聞作用セシムル時ハ腸チフス菌，パラ

チフス菌，ゲルトネル菌及鼠チフス菌二封スル

殺菌限界濃度ハ1：200，町育抑制濃度ハ1：400ニ

シテ，之ヲ石炭酸二丁スルニ，殺菌力二於テ同

等ナルモ，獲育抑制カニ於テ優ビリ．然ルニ赤

痢菌二丁シテハ其沿毒力ハ極メテ顯著ニシテ，

殺菌限界濃度1：400， 獲育弗rP希月濃度1：1．600二・

シテ石炭酸ノ遠ク及バザル所ナリ．
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第1表 各種腸管蜜蜂染病病原菌二樹スル「アテブリン」ノ試験管内浩聴力 其ノ1

轡  嚢
  基
期先
倍敷

藁チフス菌 A型パラ
チフス菌

テ

イ

オ

ど

後培養基

普塞チオ
通天イど

1
ブ

イ

オ

ど

後培養基

善寒タオ
通天イど

B型パラチフス二
一］

フ

イ

オ

ど

後培養基

曹塞タオ
通天イど

ゲルトル菌
（イエーナ）
つ

フ

イ

オ

ど

後培養基

普塞チオ
通天イご

鼠チフス菌

1
ブ

イ

オ

ご

後培養基

普塞チオ
  ィど通天

1：50

1：100

1：200

1：400

1：800

1：1600

封 照

2 時 間 作 用

翻＋（45）

   ＋（70）i透明

透明  十十

稽凋濁 冊

凋濁  博

才濁  柵

1國濁  品十

1国濁

二二

1二二

凋濁

掴濁

凋濁

凋濁

透明

透明

透明

1國濁

～国濁

凋濁

凋濁

十（16）1国濁

＋（50）1國濁

 十十 二二

 冊 潤濁

 柵 凋濁

 辮 凋濁

 柵 凋濁

透明

i透明

稽凋濁

凋濁

涯1濁

涯燭

凋濁

＋（ 7）

＋（32）

冊

 柵

冊

 柵

凋濁

江濁

凋濁

凋濁

凋濁

凋濁

澗濁

透明

透明

梢溺濁

凋濁

歯式

凋濁

1二二

＋（50）

 柵

 柵

 柵

 柵

～國濁

1国濁

凋占

断濁

凋濁

凋薄

歯濁

醐
凋濁1冊

透明＋（15）

i透明 十十

凋濁 十十

凋濁 十日

   柵

凋濁土

止濁

凋濁

澗濁

濯濁

凋心

情濁

五濁

24 時 間 作 用

ll？g，

翻
1．J’？g，o，

胸臆

透明

透明

透明

梱濁

濁濁

凋濁

｝細濁

○透明1透明

O i透明透明

○ 透明1透明

十十 凋濁凋江

蘇 漏濁凋濁

珊珊濁！国隣

＋糊細濁嗣濁

○ 透明透明  ○ 透明透明  ○ 透明透明 ○ 透明

0 透明透明  ○ 透明透明  ○ 透明透明 ○ 透明

○ 透明透明  O i透明i透明  ○ 透明透明 O i透明

十卜 凋濁凋濁十（60）溺濁凋濁  ・什 薄濁凋濁 十十 凋濁

・柵 凋濁潤濁  柵 凋濁漏濁  IH・蝉声綴濁 粥 凋濁
1，llllLiillll．illlS．．llll，IIIIII．．．i．m．llgl．．，．，lllllll，IIIU．．．llil，IIILI．．．．IIIIIImmlillllllllllillll，Ilil！．．．．，lilllm．lillil，il＋liE：idiiiiiF｛X」ies：1＃’k’‘1；LEiS’lllwt1？’Xildiioull“ll’ii”iilii’J’1’1；1”gRiilirdiiiT“II：

量

註 冊ハ亭均四二菌聚落が無敷二密生シタルモノニシテ其程度ハ封照ト同等ナルモノ

韓灘雛秦綴難雛警客灘鐸廉数。示備蝶亥ル磯育抑
  ○ハ李板面二全然聚落ノ護生セザルモノ  完全殺菌

   第2表 各種腸管系傳染病病原菌旧臣スル「アテブリン」試験管内浩毒力其ノ2

＼醐
藩∴

赤痢志賀菌 1赤痢F型副
    肇
    資

稀   作用
借  ＼時間

 1：50

 工：100

 1：200

 1：400

 1：800

 1：1600

 1：3200

 封 照

廊下墾動
機奏ゴ鍋
       2 時

透明 ○ 透明遙明

透明 ○ 透明透明

透明 ○ 透明透明
透明十（30）凋濁梢潤濁

凋濁 →斗 凋濁凋丁

霊濁 柵 凋濁凋濁

凋濁 粥・二二凋濁

掴濁 柑 潤濁梱濁

1鷹麸
普寒チオ
通天イ剖

闇 作 用

 ○ 透明

 O 透明
十（70ン凋濁

耗瀦
 柵 凋濁

 粥 凋濁

 耕 涯燭

 拙・溜濁

 赤痢Y型菌

 チ 後培養基

≦翻弄
ど通西イど

透明 ○透明

透明 ○透明
透明十（5）二二

梢凋濁，昌凋濁

丁丁 柵凋濁

直心 柵梱濁

凋濁 十二濁

潤濁 柵凋濁

赤痢志賀菌 1赤痢F丁丁
赤痢Y型菌

後培養基 後培養基 1後培養基
ヲイ診L

離離

ﾊ天
チオ

Bど

タイ3L

1

  一

チ窪ど

曹塞レオ

ﾀぜ
24時 間 作 用

透明

ｧ明
ｧ明
ｧ明

d囲

 ○

@O
@O
@O
{（70）

透明

遠ｧ明

^明
ｧ明
R濁

透明

ｧ明
ｧ明
ｧ明
恆

OOOO十十

透明

ｧ明
｡明
ｧ明
恆

匿明

ｧ明
ｧ明
ｧ明
侮ｫ

10
O00十十

1透明

ｧ明
ｧ明
ｧ明
恆

趨濁 十十

梱濁 柵

凋濁 柵

凋濁凋濁赫福耳凋濁H溜濁
惑乱梱濁柑ぞ国濁途惑・柵梱濁

凋晶系些些耳糸？国濁・冊濁濁

註 柵ハ李板面二二聚落が無数二密生シタルモノニシテ其程度ハ二三ト同等ナルモノ

慧露響開講惣罐箏二1憲饗明細示ス｝講舞亥ルモ翻
  ○ハ季板面二全然聚落ノ嚢生セザルモノ  完全殺菌
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第3表 各種腸管系傳染病病原菌二二スル石炭酸ノ試験管内窪窪力其ノ1

犠

飛

封 照

腸チブス菌

 チ

 イ
 オ
 ど

透明

透明

稽凋濁

掴濁

濯濁

凋濁

凋濁

後培養基

普塞チオ
通天イど

 0
 9
＋（IE）

什

措
 州・

柵

透明

透明

掴明

鑑濁

七十

三濁

掴濁

A型パラ
チフス菌
チ

イ

オ

ご

透明

透明

透明

掴濁

掴土

留濁

客亭

後培養基

通天イど
面出タオ

2 時

O遙明
○透明
  凋濁

柵凋濁
  凋濁

冊凋濁
  涙濁

24

間

：B型．パラ

チフス菌
チ

イ

オ

ど

透明

透明

透明

凋濁

溺濁

1雪濁

1國濁

時 間

後培養基

通天イど
曹寒チナ

作 用

1：50 透明 ○ 透明 遙明 ○ 透明 透明

1：100 透明 O 透明 透明 ○ i透明 透明
1：200 透明 ○ 透明 透明 ○ 透明 透明

1：400

P：800

P：1600

?照

二二

ｫ濁
恆�

濁�

十柵

�

�

i凋濁凋
�恆? 1講

�

冊柵柵� 濁凋

�髄

定窯

�漏

凋濁

怦､
梠

用

十

明

トネル菌（イ
Gーナ）�� フス菌�

�養基�タ�養基
� �
」�� タソ通天

C『�多

�� チオ通天

Cご

�○透 �i明�○ 「 明
�○透 �透�O透
�○透 �透�○透

�柵凋 �凋�什溜

�柵凋 �凋�帯凋

�柑楓 �凋�柵濯

�桝漏 �漏�柵凋

�○透 �i明�○ 透
�○透 �透�○透

�○透 �透�○透

�条�凋 �凋�料凋

�柵凋 �凋�柵濁

�珊梱 �凋�柵渦
濁�柵 漏 �楓�柵凋

柵ハ牛板面二菌聚落ガ無数二密生シタルモノニシテ其程度ハ封照ト同等ナルモノ

韓露鷲鰯難瀧警二1ハ著シ妙籔ノモノ驕轍レモ翻
OハZF板面二全然聚落ノ護生セザルモノ   完全殺菌

  第4表 各種腸管系傳染病病原菌三封スル石炭酸ノ試験管内浩毒力 其ノ2

＼菌株

愈
＼1禺

50

100

200

400

800

1600

3200

照

舗1赤痢聰劃赤痢Y購

劃
・

養基チ
  イ
チオオ
イどど

養基

ヲオ
イど

時 間 作 用

濁

 透明透明○

翻：
50）凋濁   凋濁     柵
濁1楓濁冊

 凋濁凋濁冊

鶏灘
   1

濁

濁

○
○
O
濁柵

柑
柵
十皆

1十K

志賀菌

養基

テオ
イど

F型菌

養基

Y型菌

養基

タオ
イど

 時 間 作 用

濁

濁

透明

濁
濁
国濁

濁
濁

濁

濁

柵ハ平板面二菌聚落ガ無数二密生シタルモノニシテ其程度ハ封照ト同等ナルモノ

馨轟懲繍署二1曙シク少数ノモノ爾否書亥ル騨抑
Qハ4s板面二全然聚落竣生セザルモノ   完全殺菌

                  t 216 ］
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  第5表 各種腸管二二染病病原菌二封スル「アテブリン」ノ試験管内滑毒力

                 書

           kチ・ス菌    麗殺菌力

           ゲル砺ル菌    □獲育抑 肋

           B型グくう｛チL；7ス菌

           A型パ・ラ…ヂ’フス・菌

           腸チフス菌

           赤痢Y型菌

           赤痢F型菌

           赤痢志賀菌

              稀四千吝婁ヒ  1 100 1 200       1．4⑪0                   1・800

  第6表 各種腸管系傳染病病原菌二封スル「アテブリン」ノ試鹸管内浩毒力

  鼠チフ ス菌

  ゲルトネル菌

  B型パラチフス菌

  A型パラチフス菌

  腸チフ ス菌

  赤痢Y型菌

  赤痢F型菌

・   赤 痢 志 賀 菌

ノ                   ▽

ド

（2時間作用）

（24時間作用）

r ”  「  「

，幽 殺 菌 カ

■一   ▼

@ 一
□ 獲育抑制力

1

＿一

一

一

一
     稀褒eeイ9一婁女   1 100 1 200       1 400

第7表各種腸管系傳染病病原菌二劃スル
 石炭酸ノ試．験管内溝毒力 （2時間作用）

鼠チフス菌

がルトネル菌

B型パラチフス菌

A型パラチフス菌

腸チフス菌

赤痢Y型菌

赤痢F型菌、

赤痢志賀菌

稀澤倍撒  1言1co 1；200

1 800 1 1．6co第8表 各種腸管系傳染病病原菌二封スル
 石炭酸ノ試験管内消毒力 （24時間作用）

      鼠チフス菌

騨紬力ゲルFネ噛
□購制力吻ラチフ噛

      A型パラチフス菌

      腸チフス菌・

      赤痢Y拠菌

      赤痢・F型菌

      赤痢Liii’1’貧．菌

1・輔 稀稼倍藪 卸00120α 1：400

璽設菌力

□囎欄力

幽1 seo
［ 217 ］
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   第2節「アテブリン」ノ各種：腸管系

     傳染病病原菌感染防禦試験

 本實験ノ前提トシテ「アテブリン」ノ動物二封

スル毒性試験拉二使Aj菌株ノ動物二字スル最少

致死量ヲ測定セリ．

    第1項「アテブリン」ノ動物＝

        封スル毒性試験

 1．写歴方法

 試験動物トシテ幽霊ラ盤重14瓦乃至17瓦ノ純白ノ

「マウス」（普通「マウス」）ヲ選ビテ之ヲ使用セリ．「ア

テブリン」ハ之ヲ2・0％ノ水溶液トナシ，先ヅ其種々ノ

量ヲ「マウス」ノ皮下二注射シ「マウス」謹重20二二封ス

ル「アテブリン」ノ最少致死量ヲ求メ，（絡テ注射後ハ

5日間連債「マウス」ノ状態ヲ観察ス）次デ長期連用二

於ケル「アテブリン」ノ最大耐量ヲ求メタリ．

 2．實験成績ノ表示

 「アテブリン」ノ長期連用二等ケル最大耐量測

定試験ニハ第1回投與後24時闇ヲ第1日トナシ

爾後第2日第3日ト毎日ノ實験成績1ヲA，：B，C

及Dノ附號ヲ以テ表示セリ．帥チAハ健康ニシ

テ何等症歌ヲ逐日ザル「マウス」ヲ，Bハ四度ノ

症荻ヲ呈スルモノ，Cハ選歌重篤ニシテ子息奄

々タルモノ，Dハ発問セル「マウス」ヲ表ス．

 3．實験成績

 實験成績ハ第9表及第10表ノ如ク＝シテ，1

回投與二於ケル「アテブリンJノ「マウス」野州20

二二封スル最少致死量ハ16ee ＝シテ，此際「マ

ウスJハ注射後先ヅ不安歌態ヲ呈シ，次デ急激

二瘤搦及痙攣ヲ獲シ，暫時ニシテ死亡ス．「ア

テブリン」長期蓮用二際シ，「マウス」溢泌20瓦

二封シ3晒以上ニチハ著明ナル障碍ヲ來ス．而

シテ主要ナル中毒症歌皿盛重ノ減少ニシテ，髄

：重：17瓦ノ「マウス」ニシテ「アテブリン」畳豊：重20：瓦

0．3睡蓮績4日投與後盟重ハ14瓦1・ナリ，7日

後＝於テハ實二12瓦二削痩セルモノアリ。其他

一一4ﾊ二毛ノ光澤ヲ失ヒ，何1・ナク不安ノ1伏ヲ呈

シ，中口ハ下痢ヲ獲スルモノァリ．発死セシ

「マウス」ヲ剖槍セルニ，肉眼的二内臓ノ高度ノ

黄染ト，胃腸管ノ「カタル症歌ヲ呈セルラ認メ

タリ．

第9表 「アテブリン」毒性試験成績

膣重20三
二封スル
注射量
 （蝿）

 O．2

（4彪）

 O．3

（6隠）

 O．4

（8睡）

 O．5

（10睡）

 O．6

（12駈）

 O．7

（14雇）

 O．8

（16腫）

 O．9

（18睡）

 1．0

（20薩）

「マウ

ス謄重
（瓦）

15

16

16

15

17

16

15

16

17

14

16

15

16

16

16

14

16

17

15

14

16

15

15

15

16

15

16

2．0％アデ

ブリン液
注射量
（蝿）

O．15

O． 16

O．16

O．21

O．25

O．24

O．3

O．34

O．32

O．35

O．40

O．38

O．48

O．48

O．48

O．49

O．56

O．60

O．60

O．56

結  果

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

生  存

0．64  死亡（5。）

O．66 生  存

O．66

O．66

O．80

O．75

O．80

死亡（3。）

死亡（2。10つ

死亡（10！）

死亡（5！）

死亡（15’）
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第10表長期蓮用二野ケル「アテブリン」最大耐量測定試験成績

4ウス二重20瓦二1封スルア

注射日戸 テブリソ1回注射量 （聴）
i封 照

5  雇 4  遜 3 雇 2 駈

1 日 10A 10A 10A 10A 10A

2 目 9AIB 10A 10A 10A 10A

3 日 9AIC 10A 10A 10A 10A

4 日 9AID 9A 1：B 10A 10A 10A

5 日 8AIBID 8AIBIC 10A 10A 10A

6 日 6A 181C 2D 8AICID 9A 1：B 10A 10A
7 日 6A 1：B 3D 8A 2D 9AIC 10A 10A
8 日 6AIC3D 8A 2D 9AID 10A 10A
9 日 5AIC4D 7AIC2D 9AID 10A 10A
10 日 5A 5D 7A 3D 9AユD 10A 10A

        註 Aハ健康ニシテ何等ノ症賦ヲ呈セザル「マウス」
           ：Bハ輕度ノ症状ヲ呈スル「マウス」

           Cハ症賦重篤ニシテ氣息奄，々タル「マウス」

          Dハ麗死セル「マウス」ヲ表示ス

第2項各種腸管系傳染病病原菌ノ     1．實験方法

   動物二封スル毒性試験        試験動物トシテハ：專ラ欝重14瓦乃至17瓦ノ純白色ノ

   第11表 各種腸管系傳染病病原菌ノ「マウス」二封スル毒性試験成績其ノ1

腸チ フ ス菌 A型パラチフス菌 ：B型パラチフス菌

量（睡）
観 察 日 数

菌量億）
観 察 日 数

菌量（駈）
観 察 日 数

1日 2目 3日 4日 5目 1日 2日 3日 4日 5日 1日 2日 3日 4日 5日

十 十 十

1．0 十十 1．0 十一

十

1．0 十一

十

十 一 十 十

0．5 十 0．5
旧 十

0．5
一 十

十 一 一 一 一 一 一 一1一 一 一

十 一 十 一 十

0．1 十 0．1
一 一 一 一 一

0．1
一 闘 一 一 一

十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
0．05

一 十
0．05

一 一 一 一 一
0．05

一 剛 一 一 一

一 一 十 一 嗣 一 一 一 一 剛 一 一 一

一 一 一 剛 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■一
0，025

一 一 一 一 一
0，025

一 一 一 一 一
0，025

一 一 一 一 一

一 一 蜘 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 繭 一 一 一 一 一 一 一 一
0．01

一 一 一 一 一
0．01

一 一 一 一 一
0．01

一 一 一 一 一

一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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「マウス」（普通「マウス」）ヲ選ビテ之ヲ使用セリ．

 試験菌株トシテ「アテブリン」ノ試験管内消毒試験二

使用セシモノヲ使用シ，之ガ37度18時間培養普通寒天

斜面イ菌苔ヲ採りテ滅菌生理的食一水α5蝿申二種々

ノ菌量ヲ含有スル如ク菌液ヲ製シ，此菌二二液0．5蝿

ヲ各1群ノ「マウス」腹腔内二注射シ，各菌ノ「マウス」

二封スル最少致死量ヲ求メタリ．絡テ菌液注射後5日

闇二亘リテ連績「マウス」ノ朕態ヲ観察シ，尚「マウス」

       もノ死亡セル場合ニハ，必ズ之ヲ解剖シ，心血ハ塗抹標

本作製亜二培養シ｝死因ノ菌二依ルヲ確メ以テ成績ヲ

判定セリ．

 2．幽魂成績

 實験成績ハ第11表乃至第13表ノ如クニシテ

「マウスJ ＝Y・tズル各菌ノ最：少致死量ハ，腸チフ

ス菌0．05雇，A型パラチフス菌0．1薩，：B型パ

ラチフス菌0．1雇，ゲルトネル菌0．025猛，鼠チ

フス菌0．025雇，赤痢志賀菌0．1晒，赤痢：F菌及

Y菌ハ夫々O．25噛ナリキ．

第12表 各種腸管系傳染病病原菌ノ「マウス」二樹スル毒性試験成績其ノ2

ゲルトネル菌（イエーナ）

菌量（睡）

1．0

O．5

O．1

O．05

O．025

O．Ol

観 察 日 轍

i日

十

十

十

2目

＋l

M＋1
十

十

十

3日

十

十

十

4日 5目

鼠 チ フ ス 菌

菌量（驕）

1．0

醐 察 日 轍

1日

十

十

十

O．5

十

十

十

2日

O．1

O．05

O．025

O．Ol

＋1

一
’1’

十

十

十

3日 4日 5日
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第13表 各種腸管系傳染病病原菌ノ「マウス」二三スル毒性試験成績其ノ3

赤痢志賀菌

菌量（薩）

1．5

1．0

O，5

O．25

観 察 日 数

1日

O．1

O．05

2日 3日14日

十

十
 t
十1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5日

赤痢F 型菌

菌量（彪）

1．5

1．0

O．5

O．25

O．1

O．05

観 察 日 数

1目 2目

十

十

十

十

3日

十

十

十

十

十

4日 5日

菌屋（雇）

1．5

1．O

O．5

赤痢Y 型菌

）

観 察 目 数

1日 2日 3日 4日 5日一

一 ［ 一

十十十

一 一 一 一一一
十十十

一 一 一一
十一

一 一

一j＋1
O．25 1一 f  一 1－ 1－ 1 一＝一

   1 一一 1 一一・ i十i一

O．1

O．05

註 十驚死 一生存ヲ示ス

 第3項 「アテブリン」ノ各種腸管系傳染病

      病原菌感染防禦試験

 1．實験方法

 試験動物トシテハ專：ラ燈重14瓦乃至17瓦ノ純白色ノ

「マウス」（普通「マウス」）ヲ使用セリ．

 使用菌株ハ前試験二使用セルト同一・菌株ヲ用ヒ，各

菌株二就キ夫レ夫レ「マウス」最少致死量ノ10倍量ノ菌

量ヲα5蝿ノ生理的亡師水中二含有スルが如ク菌液ヲ

調製シ，此菌液0・5蛇ヲ豫メ注置セル試験マウス群ノ

腹腔内二注射セリ．

 「Vウス」群ハ之ヲ「アテブリン」才六対照群二分チ，

「アテブリン」群「マウス」ニハ「マウス」燈重20細評封シ

0．2睡ノ「アテブリン」ヲ蓮績1週間毎日1回皮下二注

射シ，劉照群「マウス」ニハ「アテブリン」二代フルニ生

理的食璽水ヲ注射シ虞置ヲ完了セリ．而シテー菌株二

就キ夫レ夫レ「アテブリン」群「マウス」10匹及封照群

「マウス」10匹ヲ試験二供シ，菌液注射後5日聞r亘り

テ其経過ヲ観察シ，「マウス」ノ死亡セル場合ニハ必ズ

之ヲ解剖シ心血ハ塗抹標本作製一二培養シ，死因ノ菌

二依ルモノナル事ヲ確認セリ．

 2．實験成績ノ表示

 「アテブリン」ノ動物二封スル毒性試験口際シ

謀計セル方法ヲ用ヒタリ．

 3．實験成績

 實験成績ハ第14表乃至第16表ノ如クニシテ，

腸チフス菌，パラチフス菌及ゲルトネル菌感染

＝￥sシテハ「アテブリン」群ハ封照群二比シ輕度

ノ防禦力ノ増加ヲ示スニ過ギザレドモ，赤痢菌

感染曝書シテハ極メテ卓越セル感染防衛力ヲ示

セリ．印チ封照群ニアリテハ赤痢志賀菌，：F菌

及Y菌接種：マウス這出接種後5日＝シテ悉ク発

死セルモ，「アテブリン」群ニアリテハ5日ヲ経

過スルモ各群中二樹4匹ノ健杢「マウス」ヲ遺セ

リ．
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第14表 「アテブリン」ノ各種傳染病病原菌感染防禦試験成績其ノ1

腸チフス菌接種マウス群 A型パラチフス菌接種
   マウス群

：B型パラチフス菌援種
   マウス群

醐察昏晦 「アテブリン群 封鎖群 「アテブリン群 勤照雨 「アテブリン群 索餅群
1    日 2A1：BIC6D 1：B3C 6D 2A2BIC5D 2B 3C 5D 2A 3：B 5D 4BIC5D
2    日 1A 1：B 8D 1C 9D 2A 2C 6D 2C 8D 2AIC7D 1BIC8D
3    日 1A 9D 10D 2A 8D 10D 2A 8D 10D

4    日 1A 9D 2A 8D 2A 8D

5    日 1A 9D 2A 8D 2A 8D
鵠 n

註 Aハ健康ニシテ何等ノ症状ヲ呈セザル「マウス」

  ：Bハ輕度ノ症状ヲ呈スル「マウス」

  Cハ症状重篤ニシテ氣息奄ノζタル「マウス」

  Dハ麗死セル「マウス」ヲ表示ス

第15表 「アテブリン」ノ各種傳染病病原菌感染防禦試験成績其ノ2
L

接種菌激 志賀菌接種マウス群 F丁丁二種マウス群 Y丁丁接種マウス群
       高分観察日数

「アテブリン群
     』 一

?照 群 「アテブリン群 封 照 群
「アテブ

潟東Q
封 照 群

1    日 10A 10A 10A 10A 10A 10A

2    日 10A 4A 1：B 2C 3D 10A 5A 1】32C 2D 10A 4A 3B 3D

3    日 5AIBIC3D 1AIB2C6D 5A 2B 3D       、PA 3：B 2C 4D 4A 383D 1A 2B 2C 5D

4    目 4A 1：B 5D 2C 8D 4AIBIC4D 3C 7D 4A 2C 4D 1B 2C 7D

5    日 4A 6D 10D 4A 6D 10D 4A 6D 10D

第16表 「アテブリン」ノ各種傳染病病原菌感染防禦試験成績其ノ3

ゲルトネル菌接種マウス群 鼠チフス菌接種
 マウス群

封照マウス群

縣日巌＼畦 「アテブリン群 封 照 群 「アテブ

潟東Q 封照群
「アテブ

潟東Q 封照群

1    日 7A2CID 1A 2B 2C 5D 3C 7D 2C 8D 10A 10A

2    目 3A 1：B 2C 4D 1：B2C 7D 10D 10D 10A 10A

3    日 2C 8D 10D 10A 10A

4    日 10D 10A 10A

5    日 10A 10A

       第5節 小  括

 「アテブリン」ノ試験管内滑丁台ヲ槍セルニ

「アテブリンJハ各種腸管系傳染病病原菌特二赤

痢菌二樹シテハ其殺菌力口口育抑制力ハ石炭酸

二比シ著シク卓越ス．而シテ各種腸管系墨染病

病原菌感染防禦試験二於テモ，「アテブリン」ヲ

1週闇連用セル「アテブリンJ群ノ「マウス」ハ，

謝照群ノ「マウス1二比シ，腸チフス菌，パラチ

フス菌及ゲルトネル菌，特二赤痢菌感染二樹シ

防衛力増加セリ．投與セラソタル「アテブリン」

ハ，腸管一肝臓一膿汁一腸管一肝臓ト内部循環

シ而モ其排泄ハ極メテ緩徐ニシテ，「アテブリ

ンJ内服珍獣腸管中二常二相當濃度ノ「アテブリ

ン」存在ス．此：事：實臨本實験成績ヲ彼此相考察

スル堅田，二二内服セル「アテブリン」ハ菅二

「マラリア」ヲ防衛シ得ルノミナラズ，腸管系旧

染病，特二赤痢菌感染防衛二有効ナルニ非ズヤ

ト推論セラル・ナリ．
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第2章 「アテr》リン」連用ノ丁丁昌及ス影響島就テ

     第1節 實験方法蛇二材料

 1．實験動物 全ク同一條件下二飼育シタル腿重概

ネ500瓦ノ雄性ノ海瞑ヲ使用セリ．丁丁；ニハ個有ニヨ

ル補瞳贋ノ差異・・可成リニ認メラル・モ（Hyd・， G・ア

and Ayer），一般二海二一補旧慣高クシテ，同一條件

ニチハ同一個膣二於ケル補農ノ攣動ハ殆ソド見逃シテ

差支ヘナキ程度ナリ（梅田，不破）．

 2．海瞑血清 午後5時乃至6時心臓穿刺ニヨリテ

探血シ，一一夜氷室二四置シ，分離セルモノニシテ，翌

朝9時乃至10時實験二供セリ．而シテ血清ハ正常溶血

素ヲ含有スルヲ以テ塞冷分離法ヲ實施シ，之ヲ除去セ

リ．

 3．溶血素 陸軍軍門學校薄弱カ・ルモノヲ使用

シ，使用二二チ豫親心溶血贋ヲ橡定セリ（1：800），

 4．「アテブリン」凡テ之ヲ1．5％水溶液トシテ使：用

シ，「アテブリン」蓮用海狽群ニハ「アテブリン」艦重毎

駈30睡ヲ連日筋内二注射セリ，而シテ封照海狽群ニハ

「アテブリン」水溶液二代フルニ蓮目生理的食二水LO

粍ヲ筋内二注射セリ．

 5，補膣贋測定術式 補膿贋測定ニハ訂橡血清ヲ

1：10，1；20及1：40／3様二二繹シ置キ始ノ3本ノ試験

管ニハ1：10ノモノヲ1．0蝿，0．8蝿，0．6蝿，i欠ノ3本二

ハ1：20ノモノヲ1．0蝿，0・8蝿，0・6蛇，最後ノ3本ニハ

1：40ノモノヲ1．Oee，0・8琵，0・6蝿ヲ分注ス．之レニ2・5

％血球浮游液1．0蝿，及溶血素2軍位ヲ食盛水1蝿二

含有シタルモノヲ加へ，更二食上水ヲ補充シテ各管内

容ヲ3琵トナシ，充分二振盟混和シタル後，37度ノ温

浴一中二2時聞竃キタル後（其聞時k振撮ス）其結果ヲ

讃ミi翌日更胴中結果ヲ判讃セリ．

      第2節 實験成績
 實験成績：ハ第17表乃至第33表ノ如クニシテ，

封照海瞑群ノ補艦溶血債ハ實験観察日ヲ重ヌル

モ特二i攣化ヲ認メザルモ，「アテブリン」海狼群

二丁テハ「アテブリン」連用2週聞ニチハ未ダ攣

化ノ徴スベキモノナケレドモ，3週二至レバ其

補盟溶血債旧著明二減少ス．特二上験海瞑第6

號，第8號及第10號二於テハ「アテブリンJ4週

連用後ニハ其補禮慣牛減シ，實験海狽第9號＝・

於テハ「アテブリン」3週連用後其補艘溶血債ハ

牛減シ，動物ハ途二衰弱死亡セリ．一般＝「ア

テブリン」海瞑群ハ封照群二四シ，町勢ノ減少

著明＝シテ，就中其補罷溶血慣ノ減少甚シキモ

ノニ於テ高度ナルモノノ如シ．

第17表 實験海瞑第1號（「アテブリン」群）

海 狽

丁重（瓦）

500

497

487

480

470

検査月日

7／ 1

14f 1

21／ 1

28／ 1

4fll

   補 髄
    溶血憤

「アテブリン」

 注射ロ激   ＼

注

1

2

3

4

射 前

週

県

門

週

O．015

十

O．02

十

十

十

O．025

十

十

O．03

柵

柵

O．04

柵

第

二

＋＋睡

O．05

柵

柵

柵

珊

＋lHl柵

O．06

柵

柵

冊

柵

柵

O．08

珊

柵

柵

柵

柑

O．10

柑

子

冊

柵

柵

第18表  實験海獲第2號 （「アテブリン」群）

海 狽；

�d（瓦）
梅査月日

   補 ｛豊

@   溶血便
uアケブ、，ン」

@件射口敬

0，015 0．02

iO，025

0．03 0．04 0．05 0．06 0．08

1 0．10

520

T00

S87

S60

S50

7／1

P4／1

Q1／1

Q8／1

S／II

注 射 前

P   週

Q   週

R   週

S   週

十什十一一

十十

ﾌ什十一

柵冊柵 柵柵柵 柑・

��ｹ・冊・

柵柵柵柵冊 粥耕柵柑子 柵柵柵柵辮 柵柵柵柑柵

十十 什什
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第19表  實験海賦第3號 （「アテブリン」群）

海 狸

膣重（瓦）

513

495

490

480

477

検査月日

7／ 1

14／ 1

21／ 1

28／ 1

4／ lr

   補 燈
    溶血償

「アテフi）ン」

 溢射日鐡

注

1

2

3

4

時 前

週

週

週

週

O．015 O．02

十

十

O．0251 O．03 1 O．04 1 O．05 1 O．06 1 O．08 1 O．10

什什’十十十十 冊柵柵T1畳八十

柵柵柵 柵柵柵柵柵 柵冊柵冊柵 珊柵柵柵冊

1粁

第20表 實験海瞑第4號（「アテブリン」群）

海 狽；

検査月日

補 膿
@溶血債 0，015 0．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0．06 0．08 0．10

三重（瓦） 「アテブリン」
7

沖射「予撒

520 7／1 注 射 前 一 十 什 柵 柵 柵 柵 柵 柵

512 ユ4／1 1   週 十 什 骨 柵 柵 柵 柵 柵 柵

500 21／1 2   週 十 十 什 柵 柵 柵 柵 柵 柵

492 28／1 3   週 一 十 十 什 柵 冊 柵 柵 柵

489 ・4／II 4   願 一 一 十 什 柵 柵 柵 柵 柵

第21表 實験海瞑第5號（「アテブリン」群）

          補 盟海 狽
    三一朋  溶血便0価O．020．025
回忌（瓦）    「ア『諺藁〕日謝

O．03 O．04 1 O．05 1 O．06 1 O．08 1 O．10

＋1什卜＋＋［［柵520

T10

T10

T00

S90

7／1

P4／1

Q1／1

Q8／1

S／11

注 射 前

P   週

Q   週

R   週

S   週

一一一一一

十十ロー一

朴1冊

冊冊柵柵柵 四二珊柵柵 卦卜

���禔E

四二柵柵柵

十一一

十十 朴粁

第22表 實験海瞑第6號（「アテブリン」群）
補 ｛鐙

海 狽
橡査月日

溶血慣 0，015 0．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0．06 0．08 0．10
腿重（瓦） 「アナプリン」

@注射口鍛

510 7／τ 注 射 前 十 昔 i冊 柵 冊 冊 柵 柵 柵

510 14／1 1   週 一 十 朴 柵 暑十 十督 柵 斗什 柵

500 21／1 2   週 一 十 十十 柵 柵 柵 柵 柵 柵

490 28／1 3   週 一 一 十 η 柵 柵 柵 柵 柵

470 4／H 4   週 一 一 十 ＋1 什1 柵 冊 桝 朴卜
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第23表  實験海瞑第7號 （「アテブリン」群）

海 狽

三重（瓦）

 490

 480

 480

 470

 460

梅査月日

   補 膣
@   溶血償
uアナプ、1ン」

@注射目籔

0，015 0．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0．G6 0．08 0．10

絹柵17／1

P4／1

Q1／1

Q8／1

S／II

注 射 前

P   週

Q   週

R   週

S   週

一一一一一

十十一一一

十十十嗣 甘什十十十

 珊

@柵

@柵
@温十

P什

四二帯十皆柵 四二耕珊柵
柵封十柵報十－柵 柵柵柵十什柵

第24表 實験海瞑第8號（「アテブリン」群）

海狸   1
    検査月一
騒（瓦）  「ア護三二

 530 1 7／1

 510 1 14／1 1 1
4gc） 1 2i／i 1 2

補溶解ge。1 。．。、5

O．02 1 O．025 o．c）3 1 o．04 1 o．os 1 o．oor 1 o．os 1 o．lo

注射劃＋
    週i＿

    週  一

十  十十  二二  二

十  十｝  柵  柵

一  十  十十  柵

柵   柵   柵   柑

冊   柵   柵   柵

柵   柵  拙・  柵

躍 470

@430

128μ13  週 一一
十闘 当逃刑柵 柵柵 柵柵

4／・・14週
一一

■＋什1耕

        第25表

海 狽
    梅査月日
       Ir万州。」三重（瓦）
       1 注射日緻

5・0 7／il注

 50e 1 14／II i 1

 480 」 21／11 ！ 2

 450 1 28／II i 3

     死亡  4

        第26表

實験海瞑第9一

下験海石冥第；10号虎

（「アテブリン」群）

補 魍   tO，015

@     〇．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0X）6 0．08 0．10

十一一一 十十一一 粁什十旧 柵珊 柵柵柵 柵柵柵 柵柵柵柑 四二柵耕 柵柵冊壬柵

1数＿一一＿

ﾋ 前

@週
@週
@週
@週

 1
{＋1一

十 赫

（「アテブリン」群）

海覆

三重（瓦）

540

520

510

490

480

三島月日
＼陣溶謄債

｝・ア輻慮＼

7／ 1

14／ 1

21／ 1

28／ 1

4／ II

注

1

2

3

4

射 前

週

週

週

週

O．015 O．02

十

O．025

十

十

十

O．03

十

O．04

帯

柵

珊

十十

十

O．05 O．06 O．08

柵  柵  甲

乙   十暮  柑

柵   柵   柵

柵  柵  柵

什睡 柵

O．10

柵

柵

1十十

柵
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第；27表  實験海膜第11號 （封平群）

海 狽

O重（瓦）
検査二目

   補 髄
@   溶血三
H墜水
克ﾋ日数

0，015 0．02 0，025 0．03

@～

0．04 0．05 0．06 0．08 0．10

什睡「＋｝甘1
530

T20

T10

T00

T00

6／1

P3／1

Q0／1

Q7／1

R／II

注射前
P   週

Q   週

R   週

S   週      1

一一一一一

十一十十一

甘朴十

 柵

@柵
o赫

 柑

@帯

@柵

@千

O

柵柵柵柵冊 柵・柵粥柵冊 柵柵柵冊辮 柵柵耕柵冊

第28表  實験海i猿；第12號，（封照群）

海 瞑

�增i瓦）
回内月日熱艶 α015 0．02 0・025 0．03 0．04 0．05 （LO6 0．08 0．10

520

51e

510

500

490

6／1 注 射 前

13／1  1 0 週

20／1  2   週

27／1  3   週

3／II 4   週

一 1十

一 1十

一 1十

＋1甘い＋＋

＋＋1柵

十

十

十

柵

柵

柵

柵

珊  柵  柵   二

品   十丹   柵   柵

柵   柵  十H・  柵

十H・ 柵  柵  冊

冊   柵  柵   柵

第29表 實験海瞑第13號樹照群）

海 狽

ﾚ重（瓦）

1検査月日    補 鰹
@   溶血三
H工水
克ﾋ日数

0，015 0．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0．06 0．08 0．10

500

490

490

480

480

6／1 注 二二  ＋

13／1  1  週

20／1  2  週

27／1  3   週  ＋

3／II  4   週

什い＋曇

十

十

十

十

十十

柵

珊

柵

柵

柵

工  冊  柵  二条十  二

二   柵   柑・ 柵  ・田・

柵   柵   柵   冊1  柵

柵   冊   柵   斗丹   柵

柵  柵  柵  ・冊  柵

第30表  實験海狽第14號 （封照群）

海 狽＿蜘鉱燕 0，015 0．02 0，025 0．03 0．04 0．05 0．06

  1ｿ，81α、。  1

550

540

540

530

520

6／ 1

13／ 1

20／ 1

27／ 1

3／II

注

1

2

3

4

射 前

週

週

週

週

十

十

十

十 IH

十 1一
＋＋［什

十

十 十十

冊

柑・

十一

柵

柵

柵

柵

柵

冊

柵

柵1

柵

柵

柵

十1十

柵

柵

冊

冊

冊

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柑
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第31表 白州海瞑第15號（守門群）

海狽
鰹重（瓦）

510

500

500

490

480

槍査月日

6／ 1

13／ 1

20／ 1

27／ 1

3／II

 補盟  溶血債
食盤水
注射日数

注射前
1  週

2 週

3  週

4  週

 第32表

一一 h一＋朴卜＋llffi
        1一 十 十 十十 三
一p一一 @十 十十 十十 柵

一＋補料［柵
一1＋IH lrg 一

實験海瞑第16號 （封照群）

0．05 α06 0．08 0．10

柵 柵 柵 柵

柵 柵 柵 柑

柵 冊 柵 冊

柵 柵 柵 柵

軸十 帯 柵 冊

海 瞑

ｿ重（瓦）
槍査月日

＼  補 騰

J讃
0，015 0．02 0，025 0．03

10．04  り l lO．05

0．06

10．08

0．10

530i l 6／1 注 射 前 一 一 十 十十 柵 冊 柵 柵・ 柵

530 13／1 1   週 一 十 十 替 柵 柵 柵 十什 柵

520 20／1 2   週 一 一 十 十 柵 柵 柵 柵 柵

510 ， 27／1 3   週 一 一 十 干十 柵 そ皆 柵 柵 枡
5・・i

3／II 4   週 一 十 十 甘 柵 柵 柵 柵

第33表  「アテブリン」連用ノ海瞑補禮二及ス影響

灘レ

 O 05S

o隅

0045

00s

T
補

溶
0055

頭L

償

一．

D

i一一・一一一一一一

「アテブリン」海猿群

謝照海狽群

1茎fi        I週       2ミ堕       3週       4・週

月 欺一→

     K 227 ）
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      第二節 小  括

 生物が病原菌侵入二二シ，二叉其獲病三二封

シテ有スル防護装置トシテ，：Buchnerノ「アレ

キシン」或ハ補髄ノ如何二重要ナルカバ蝕二贅

言ヲ二一ザル虞ニシテ，余ハ本章二於テ此補血

ハ「アテブリン」連用二依リ如何ナル影響ヲ蒙ル

ヤヲ研究セリ．自然冤二二關シ，：Buchner一派

ノ「アレキシン」若ハ補記読ノ提唱セラル、ヤ，

之が起原＝關シ，Metschniko仔一派ハ補罷ハ

Phagozytenノ生存申ハ此中二二セラル・モ，之

ノ崩壊スルや血清叉ハ血漿沖二遊離ストナシ

（Metschiiikoff（1899），：Bordet（1909）），白血球起

原読ヲ提案セルモ，Gengou（1901）， Herman

（1904），Addis（1912）， Dick（1913），渡邊（1919），

Morrison （192・2）， 1；ambotte u． Steinnon （1906）

及Mttller（1910）ノ三下ハ完全二上記ノ提案ヲ否

定シ去レリ．樹：Busse（1908）ハ二野量ト白血球

数トノ闇ニハー定ノ關係ヲ認メ得ズ1・ナシ，

Mazzeo（1932）ハ健常海門二二孚L等ヲ注射シ白

血球増多ヲ來サシメタルモ補罷量ニハ二化ナカ

リキ．：LipPmann及：Plesch（1913）， LipPmann

（1’915）ハ動物二「トリウム」ヲ注射シ，骨髄ヲ次

第二退行攣性二陥ラシメ，白血球増加不能ナラ

シメタルモ，特二血清補禮二攣化ヲ認メズ，

：Frankel（1912）ハ「エッキス放線二二ル入工的白

血球減少二際シテモ，補艦二野常ヲ認メザリ

キ．而シテMaltaner（1935）ノ實験二依り，白

血球ハ補罷ノ第4成分ヲ有スルコト判明セリ．

次二補艦ト門内系トノ關係二：就テハ，JUDgeblut

u・Berlot（1926）及Runno（1931）ノ實験アリ，

Jungeblut u．：Berlotノ・二二系ハ補燈ノ生成二關

係ナシ1・ナシ，Landsberger（1930）モ網内系ト

骨髄トノ三二關係ヲ見出シ得ズトセルモ，Lip－

kin（1931）， Famulari（］932）ハ三内系二心テ血

忌成分中ノ何等カが生成セラルベシト豫想スル

事ハ不可ナラズトセリ．次二補血1・肝臓トノ關

係二就テEhrlich u． Morgenroth（1901）ハ燐中

毒二丁シ，肝臓ノ二二ト補罷ト言下アルコトヲ

獲見シ，Abbot u・：Bergey（1902）ノ・酒精中毒二

際シ補龍ノ低下シアルヲ獲見セリ。Dick（1902）

ハ「クロロフォルム」二依り肝臓二高度ノ壊死ヲ

來サシメタルニ，補髄ハ正常便ノ4分ノ1，乃

至10分ノ1二減ジ，「ヒドラチン」二依ツテモ，

梢緩徐ナルモ同様ノ攣化ヲ來スヲ報ゼリ．其他

諸家ノ實験二依リ肝臓ハ補禮生成ノ重要臓器

タルコト明トナレリ．’両：Friedburger u． Seelig

（1908）ハ肝臓ノ除去二依り，二二ノ著明二減少

スルヲ報ジ，MUIIer（1910）ハ分離セル肝臓ノ灌

流血三二「チレオイド」等ヲ添加シ，灌流血中ノ

補罷ノ増加ヲ認メ，Olsen（1922）ハ海狽肝臓ヲ

感作血球ニテ灌流セル實験二三テ，溶血現象が

補罐ノ第3成分ノ存在二於テ促進セラル・ヲ獲

見シ，肝臓ハ補禮ノ中節及末節ヲ産生スルモ第

3成分ハ産生セズトセリ．而シテ肝臓疾患二際

シ補禮ハ如何ナル影響ヲ蒙ルヤト云フニ：Berg－

mann u． Keuthe（1905）ハ肝萎縮二才シ，回避i

ノ減少セルラ獲見シ，之ヲ抗補禮物質ノ存在二

蹄セリ．而シテGoldner（1929）ハ汎嚢性ノ肝臓

病攣口際シ西門ハ著シク減少スルカ或ハ完全二

敏如スルモ，限局性ノ病弊及璽積性黄疸二郷シ

テ四三禮ハ若干減少スルカ或ハ屡々正常＝留ル

〉報ジ，Llpkinハ肝野洲不二於テ補磯目正常値

ノ2分ノ1，乃至完全二二如セルラ護見シ，

Goldschmidt u．：Fursterハ子滴ノ3分ノ1例，乃

至4分ノ1例二二テ，補禮ノ著明ナル減少ヲ來

スモ，恢復スル場合ニハ，正常値二階スト報

ジ，da costa cruz（1929－1933）ハ黄熱二二ケル

補禮ノ研究ヲ實施シ，凡テノ症例二於テ有熱期

闇補艦ハ減少スルカ或川開全二歓如スルモ，恢

復ト共二正常刷子ハ正常値以上二増加スルヲ獲

見シ，氏ハ診三門二回附制定ニハ祁奪罷債測定ヲ

實施スベシ1・提唱セリ．：Falkenhausen u． Sauer

（1927）ハ肝臓疾患二於テ補罷ノ少キハ補禮産生

ノ減少スルニ非ズシテ，抗補罷物質ノ産生二因

ルト推測セシモ，da costa cruzハ：黄熱ノ場合抗

二階物質ヲ謹明シ得ザリキ．上記ノ如ク補肥ハ

特二肝臓機能ト密接ナル二二ヲ有スルモノニシ

テ，余ハ家兎及海狽二於テ「アテブリン」ノ生穴

内二三ケル固定作用虹二分配ヲ槍シ，連用「ア

テブリン」ハ特二肝臓二多ク固定セラレ，之が
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長期連用二依り肝臓機能ハ若干障碍セラルベキ

ヲ報ゼリ．而シテ本實験二二シ「アテブリン」蓮

用3週以降二心テ海柱面罷溶血債ノ著明ナル減

少ヲ見ル，是或ハ肝臓ノ機能障碍二二スルニ非

ズヤト推測ス．

第3章 「ア炉7移ン」蓮醗ノ凝集素産生昌及ス影響em就夢

    第1節 實験材料蛇二効験方法

      第1項實験材料
 イ．實験動物 商入ヨリ購入セル膿重2駈以上ノ白

色雄性家兎ヲ使用セリ．購入後約10日闇動物舎ニテ全

ク同一條件ニテ飼育シ，概ネ盟重ノ増減ヲ見ザルニ至

リテ實験ヲ開始セリ．

 ロ．「アテブリン」之ヲユ・5％水溶液トナシ，該溶

液ハ使用ノ直前毎常之ヲ新調セリ．

 ハ．菌株 前章實瞼（「アテブリン」ノ腸管系傳染病

病原菌二及ス影響二就テ）二使用セル陸軍軍記學校

防疫學教室ヨリ悪與セラレタル腸チフス菌株ニシテ，

W三dal反懸6．400×，之が寒天尉面24時間37度培養ノ

1・0雇ヲ1・0蛇ノ0・85％食三水二浮游セシメ，60度1時

聞加潟シテ殺菌セルモノヲ抗原及凝集三鷹用液（稀繹

シテ）トシテ使用セリ．

      第2項 二丁方法

 3頭ヲ以テー群トセル家兎群ヲトリテ夫レ夫レ1週

間，2週聞，及4週聞「アテブリン」膿重出駈15彪ヲ毎

日1回前肢二二二一綾注射シ豫強震置シ置キタルモ

ノ，及何等塵置ヲ施サザル劉照家兎群ノ耳tPl脈内二，

上記菌液ヲ1回注射セリ（「アテブリン」家兎群ニハ：最

後ノ「アテブリン」注射ノ終りタル翌日）．採血ハ耳静

脈ヨリ行ヒ，毎日午後4時一5時二之ヲ三三シ，血液

ヲー夜氷室こ放置シ，充分二血清ヲ分離セル後，翌日

ノ午前8時一9時二凝集反懸ヲ橡セリ．而シテ凝集反

慮術式ハ軍陣防疫學敢程二依レリ．別＝一・群ノ家兎ニ

ツキ冤疫抗原注射3日後ヨリ連績毎日ユ回「アテブリ

ン」三重毎］駈ユ5隠ヲ家兎前肢筋内二注射シ，冤疫凝i集

贋ノ弓長ヲ検セリ．

      第2節 三二成績

 實験成績ハ第34表乃至第36表ノ如クニシテ，

糞照家兎群＝於テハ，二塁凝集素ハ抗原注射後

5Hヨリ急激二上昇シ，6日一7日ニシテ最高

（3200－6．400）二達シ，8日頃ヨリ漸次二下降

ス．而シテ「アテブリン」連用1週ノ家兎群二二

テハ，門門凝集素浩長曲線（爾後二二浩閉曲線

ト櫓ス）ハ封照家兎群ト相似形ヲナセド・モ，凝

集債ノ上昇度ノ樹照群二字シ極メテ顯著ニシテ

第34表 アテブリン連用家兎二於ケル琵疫凝集素ノ消長其ノー

＼ 試瞼廻1婆封療三吟

三二曜騨灘

抗原注射直前
抗原注射後2日目

1同
1同

同

同

同

工

同

同

3日目

4日目

5日目

6日目

7日目

8日目

9日目

10日目
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200

400
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3．200

6．400
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  第  3  群
（「アテブリン」2週蓮用群）
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第35表 アテブリン蓮用家兎星兜ケル門門凝集素ノ浩長門ノニ

  第  4  群
i「アテブリン」3週蓮用群）

  第  5  群
i「アテブリン」4週建用群）

   （抗原群注射3日第6群後「アテブリン」連用群）

＼ 試験醐
@ ＼    家兎番號   ＼（鰹 重）    ＼探血時 i…磐至§ 量號≡§ 呈號2西§

一八

垂三盆ぎ9 喬號3§ 垂號盆δ§  一
�ﾏ

曇朧塞§ 毛號2ぎ9 美號塞§

奉均

抗原注射直前

抗原注射後2日目

同    3日目

同    4日目

同    5日目

同    6日目

同    7日目

同    8日目

同    9目目

同    10日目

 0
100

200

400

1．600

3，200

1．600

1．600

800

400

 251 251 16

1001 2001 133

1001 2001 166

2001 4001 333

8001 8001 1．066

3．200  ユ．600  2．666

1．6001 3．200［ 2．133

8001 1．6001 1．333

4001 8001 666

400i 800i 533

 251 25

100i 100

1001 100

2001 200

8001 400

1，6001 3．200

11．．600［ 800

8001 400

4001 400

4001 400

 25  25  25

 50  83  200

100   100   400

     り200   200  1．600
     らまレ
800   666  6．400

     け1．600 2．133  6．400

      
800 1．066 3．200

     け400   533  1．600

     り200   333  1．600

     ゆ200   333   800

 25   0  16

200   200   200

400   200   333

      づレ

1。600   800  1．333

      ロ レ

6。400  3．200  5．333

り       
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       づレ

3．200  3．2CO  3200

        づレ

1．600  1．600  1．600

       

800   800  1．066

        や

800 8001 800
    ［

註第6群二於ケル→印ハ抗原注射出隅於ケル「アテブリン」注射ヲ示ス

  第36表  「アテブリン」連用家兎二於ケル冤疫凝集素ノ浩長

 6・OOO

s oeo

 4・ooO

 3 oeo

 2 OOO

 1 OOO

 Boo i

t soo

凝 400

集 200

贋

         へ    h、，．．．

        ／＼＼  一一＿懸
        ／ハ＼ ＝＝蒙窯
        ／／ ・／／ XXxX 一一一一’“一’pti一‘，一｝et

       ／／ ／／ XSNI
       ／／ ，／ ／ ． xx x＞

       拶／＼箪

   ノノ／  ＼
ゑ乙二；ゴノ

                      ，
欝噸奎潴三田
日  緻→

四臼目  五日目  六日目

  C． 230 ）

七日目 八日目 九日目 一・Q日目



「アテブリン」ノ生饅二及ス影響二關スル實験的研究 231

2週間連用ノ家兎群二於テモ冤疫凝集素ノ消長

ハ照照群ト同経過ヲ辿ルモ，凝集債ノ上昇度ハ

封照一二比シ僅カニ高シ．然ルニ連用3週間以

上ノ家兎群ニァリテハ，冤疫凝集素ノ消長一封

照群ト同経過ヲ辿ルト難モ，凝集債ノ上昇ハ減

ジ，其度連用日ヲ重ヌルニ從ヒ甚シ．抗原注射

3日後「アテブリン」禮重年算15購ヲ蓮綾毎日1

回家兎前肢ノ筋内二注射シタルニ，「アテブリ

ンJ2回注射二依リ凝集債ハ急激二上昇シ，抗

原注射後5日ニシテ凝集軽目其極限二達セリ，

極限二期シタル凝集債ハ6日目頃ヨリ漸次二下

降シ，爾後注射回ヲ重ヌルモ浩長曲線ノ下降脚

二影響ヲ及ボセリトハ思惟セラレズ．

      第3節 小  括

 薬物ノ抗早産生二及ス影響＝關シテハ其業績

枚基二蓬アラズ．「アクリヂン色素申「トリパフ

ラビン」ノ家兎浮貸産生二及ス影響＝就テハ，

栗栖及吉本（1935）熱腸チフス菌悪疫家兎二「ト

リパフラビン」ヲ蓮績注射シ，凝集素産生ノ歌

姫ヲ槍シ，05％水溶液05蛇毎日蛙二隔日蓮綾

注射ハ始ハ抗禮産生ヲ助長スルモ，注射回数6

－10回二及ベバ凝集素ノ減弱下降ヲ來シ，注射

間隔ヲ増シ5日トナス時ハ，岡部産出裸馬劣ル

モ，注射回藪20回ニチモ生馴二野スル障碍少，

ク，長期赤鰯リ高度ノ凝集慣上昇ヲ示シ，1靖

毎日拉二隔日注射ノ場合＝ハ，生罷二有害二作

用シ抗禮産生1野宴著シク微弱ニシテ，注射闇隔

ヲ増シ5日トナス時ハ，抗艦産生歌態ハ始ハ劣

ルモ長期二亘リ劃照二比シ高度ノ凝集贋上昇ヲ

示シ，更二2蛇毎日虹二隔日注射ハ生艦二始メ

ヨリ有害二作用シ抗禮債ノ減弱セルラ報ジ，防

疲導通「アテブリン」ト封蹟的地位ヲ占ムル「キ

ニー l」ノ冤疫艦特二凝集素産生二及ス影響二

關シテハWesselhoeftハ「キ＝一ネ」＝ハ野田産

生促進作用アリトナシ，Gracianiハ「キニーネ」

ノ少量ヲ長期投與シタル動物ニチハ凝集素ノ成

生ハ殆ンド封照二異ナラズトナシ，篠原ハ盛酸

キ＝一ネ」内服二依リ家兎＝於ケル凝集素が如

何二影響セラル・ヤヲ腸チフス菌，A型パラチ

フス菌及B型パラチフス菌二就キ槍セルニ其影

響ハ極寒テ僅微ナリキ．凝集素産生母地二關シ

テハEmden u． Hecton 2・網歌織内国細胞系統

ト抗三口二凝集素産生トノ間＝ハ密接ナル關係

アリトナシ，Pfeiffer u． Marxハ脾臓或ハ肝臓ヲ

重要覗シ，更二Straus u． Schiffmanハ血液自己

二凝集素産生塗膜：要ナル意義ヲ有ストナシ，更

二久保氏ハ「ヘバトキシン」注射二依り從來主張

セラレタルが如キ大ナル冤馬手産生ノ障碍ヲ見

ズト報ジ，濱田氏ハ墨汁，「コラルゴール」ノ静

脈内注射二依り網歌織内灘細胞ヲ填塞スルカ或

ハ該細胞二割メル脾臓ヲ私報シ冤疫凝集素ノ低

下スルヲ認メ，窪田氏ハ網歌織内単細胞系統封

鎖物質タル「コラルゴール」，墨汁，亜砒酸カ

リ，等ハ網歌織内周細胞系統ノ冤疫細塵凝集素

産生機能ヲ抑制セズ寧ロ充隆盛シムトナシ，

晋氏ハ免疫家兎ノ墨流脾臓粗膳テハ抗艦産生ヲ

認ムルコト黒田ズトセリ．上記ノ如ク凝集素産

生母地二關シテハ未ダ愛読ナキモ，何レモ凝集

素産生上必要ナル役割ヲ演ズベシトハ何入モ容

易二首肯シ得ル所ナリ．而シテ此等ノ臓器組織

ハ「アテブリン」連用二際シ特二多量ノ「アテブ

リン」ノ固定セラル・虚ニシテ，今回ノ實験出

際シ，「アテブリン」3週問以上連翔家．兎群二於

テ著明二凝集便ノ減弱セルハ，此等ノ臓器組織

ノ機能障碍二基クモノニ非ズヤト思惟セラル・

ナリ．

第4章 結

 1．「アテブリン」ハ試験管内浩毒試験二於テ

腸管系傳染病病原菌，二二赤痢菌二封スル殺菌

力拉二階育抑制力ハ遙カニ石炭酸ヲ凌駕シ，各

種腸管系傳：染病病原菌感染防禦試験二於テモ

論

「アテブリン」ヲ1週間連用セル「アテブリン」群

「マウス」ハ封照群「マウス」二比シ腸チフス菌，

パラチフス菌及ゲルトネル菌，特二赤痢菌感染

二謝シ防衛力顯著ナリ，此事實＝依り豫防内服
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セル「アラブリン」一読＝＝「Vラリア．．1ヲ防衛シ得

ルノミナラズ腸管系傳：染病，特二赤痢菌感染三

三ニモ有効ナルニ非ズヤト推論セラル．

 2．海豚二就キ「アテブリン」蓮用ノ事跡二三

ス影響ヲ槍セルニ「アテブリン」ヲ3週以上連用

スル時ハ，海瞑南部ハ著明二減少ス，是「アテ

ブリン」蓮用二依ル肝臓機能障碍＝因スルモノ

＝非ズヤト思考セラル・ナリ．

 3．家兎二：就キ「アテブリン」蓮用ノ凝集素産

生二品ス影響ヲ槍セルニ「アテブリン」艦重毎駈

15猛1－2週間連用＝依り）家兎冤疫凝集素ノ

産生ハ却ツテ促進セラル・モ，3週以上二及ベ

バ，著明二抑制セラル・二曲ル、抗原注射3日

後羅綾毎日1回「アテブリン」ヲ注射セルニ凝集

債ハ急激二上昇シテ其極限二達スルモ，爾後ノ

浩長門封照二比シ大差ヲ認メズ。

 欄筆二臨ミ終始御懇切ナル御指導亜二御校閲ヲ

賜りタル伊吹面心大佐面面二御援助ヲ賜りタル軍

醤平面防疫寝室各位及ビ御鞭鍵ト御助言トヲ賜り

タル谷野教授二満腔ノ謝意ヲ表ス．
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